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平田光司

はじめに

人書は3年速続の諧義シリーズの第1阿として開かれた「科・学における村会りテ

ラシー U の削'券永です。レクチャーは20船年8打 4日(月)から8Π(金)まで

総研大藁1_1_1キャンパスで行われました

himしai@sokcn.ac.ル

木レクチャー代表者

総合研究人判浣人学敷育研リ談流センター

利・学1鄭杼は、呪代の礼会に欠くことのできないものになっています。・方、科

学の研究は社会の中で行われる「社会的行為」でもありまt。ある研究分野への予

算・人材の重点的投人を決めるの1才ル女策によるものですし、逆に特定の研窕の実質

1Υプご炎_止なども起きていて、研リ諸が社会とのつながりを意識する局面が急速に増

えていまt。

このシリーズは、科学技袮芹上会論孚会(2001年設立)にも恊力していただいてい

ます。

1

これからの科学●は、利・学の研究を進める上でも、科・学における社会"卯仙血につ

いて無1刈心では済ませられなくなっています。さらに、研究において先導豹に社会

的要論に答え、また、社会に側倦かけることも貰任として生じてくるでしょう。人

レクチャーの刊的は、将来の科学者にJや阿されるべき「社会りテラシー」の枇築を

H指して訓鶚を行い、礼会と科学の関係についてぢぇる1上発点を与えることです。

科・学・技術についてのほノ内¥J老察「科判原論」、瑚'突的な局而で工Wれる問題としての

「利・学政乗qj政」、科・学から社会へ、また社会から科・学へという「科・学と村会のコ

ミュニケーション」の3つの分野を小心とします。
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「湘南レクチャー2003」開講にあたって

小平桂一

2003年夏の湘南レクチャーは、「科学と社会の剛系」をテーマにしています。

これは非常に重要、かつ、ネ以准な問題です。今回のレクチャー・シリーズでは、

科学の概念設定から検証することになりますが、今の日本社会において、科学

を担う大きな主体の1つとしては大学です。周知のように、国立大学の法人化

により、大学の機能と社会の剛系も再検討されていますが、大学改革の1つの

柱は、大学の機能を社会の目で見直し、社会と大学の三序碓を縮めることにあり

ます。社会の概念定義は難しいのですが、行政的な代表者は国家になるわけで、

そうぃう意1朱で、国立大学の法人化は、国家と、国家が設定する国立大学の関

係を見直す、Π木にとって大変大きな出来事であり、その中で、科学と社会の

剛系を再検証することには非常に入きな意綻があると言えるでしょう。

kodahn_keiichi@soken.ac.ル

総合研究大判浣大学学長
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国や社会を生物としての人閥の集団ととらえると、それ冑休が成立するため

には、当然生物としての方躰、的な機能、たとえば、医療、経済、安全'呆障(軍

市)を持たなけれぱなりません。つまり、生物的に糊滅せず女定してイjΥ王でき

る医療、資源やエネルギーを自己再生産していく経済、他の生物集団から自己

を守る安全保障(軍小:)などが、生物集団としての社会や国家の玉躰的な機能と

いうことになります。そして、生物的な機能の斜井寺発展のために、最近では科

学と矧〒が結合した呼平判鄭愉の観点から、これらの機能を先端的に進めて

います。

しかし、こうした方[刈幾能だけでは人朋集団はうまく機能しません。やはり

人間的、精艸n勺機能を発展させるために、社剣訓度、哲学・倫理、文化などを
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凶家として邦延する心、要があります。これら総休としての文化を成熟させるこ
二L

とは、生物集団として国家機能を担う人冏集団の豊かさ、゛湘感、安心感、 /1Σ'、、

誇りなどを育てることにつながります。

これら双方の機能を、あたかも中の両輪のように"難する上で必要になる知

的な資産帥1」川あるいは愉入し、向らの資産として幣科ル、うまく休系化し、

次世代q云承していくことが重要で司、。また、伝承していく過程で、知伯勺体系

を両構築し、後〒1緒を育成、X佑承するシステムも不可欠です。こうしたシステ

ムは、人問が社会や国家を形成していく過程で内部に蓄科途れ、発展してきま

した。近代自由卦卦士会の散吐後、このような人陶集団の知的資産の創出、帯

稙、体系化、後〒1*者台成を担う学術杓な社会機関として大学が認知1され、特に

国家朔略として積極的に昇雄するための機関となったのが国立大学でした。

ここで重要なのは、大学は学φ肺勺に上述のような機能を担っていることです。

広辞苑によれぱ畔オ村」とは、「学問と芸術」とありますが、いずれにしても、

1人1人の倩成員の内発的探究心を重税しています。個々人に起源があります

から、本来、学術は非常に個別的であり、また自由かつ多様なものです。その

中でも普遍性が高いものが、Π本では科学と見なされています。たとえば、人

文学は人文科学と呼ぱれることに1劇亢を示します。それは、人文学か非、fに個

別で多様だからです。社会科学ではある利没体系化ができるようになります。

さらに体系的な領域が科学と呼ぱれています。ヲ節吾のサイエンス化d印卯)は

探求心による知的行為、ドイツ語のヴィッセンシャフト(wiosson血a「し)は灸岫勺

好奇心を指してぃますが、その中で普遍性が高いものを、Π木11・{では「科学」

と呼んでいるわけです。

個人の内発的な捺求心から生まれた知の産物も、普遍性が高けれぱ体系化し

継爪していくことが容易になります。そういう慧床で、科学は、社会集岡によ

る矢岫勺イ1業dX云承に適しています。そこで科学は学利・、科1ヨごとに分類できる

学「剖になり、灸岫勺活動を追求する過秤_で、体系化、釧分化、1幟能化、専門化、

ギルド化が進んできました。その結果、人学内の学科、誠座ごとに、非常に専

円的な研究が行なわれるようになり、同業の研ザ諸'同士では話が通じますが、

他の分野の研究名では話が通じない、ましてや、人文系の研グ諸'とはほとんど

話が通じないという事態を招いています。
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しかも競舸杓資金の導入により、相互に評価するイ上組みが生まれましたが、ギ

ルド的に内部で専門性を相亙評価するわけですから、外の社会から1ネ卿」皐でき

ないでしょう。こういう状況が、学術分野の中で暫遍1牛が高いとされる科学の

中で起こりっつぁり、科学と社会の剛系において、大学の外部から鋭く問われ

てぃる1拐題の1つです。

もう1つの問題は、1T化が急速に進展したことによる景契邪です。経済活動、

医男剣舌動などの発達のh艾果で地球上の人口が増加したことにより、グローバル

化とともに生存競争、経済競争が遜'告化し、人闇も含めた知的資産が非常に流

動的になっています。たとえぱインターネットを通じて世界の講義も堂講でき

ますし、国籍に関わらず、さまざまな国で仕事をすることが可能になっていま

す。このように、知的人材、知的資産の流動化が非常に激しくなっています。

その結果、本剰囲人的な内発的探究心から出発した科学ですが、普遍性が局

いために、技術との結合が籟按になり、しかも科学の力艾果が技術に応用され、

国家戦略として利用される仕知みが非常に短川冏に成立するようになったた

めに、科学が矢岫那吋産管理という側而から国家戦略に組み込まれる時代になり

ました。これは、科学が直面するもう1つdX則而です。研究者'という立場から

すれぱ、本刈固々人の内発的探究心に基づく科学を担う科学渚ではあっても、

社会への責任として、国家要詰にどう刻応するかが問われてくると忠いまt。

また同時に、社会剣則も、高度な知的社会の構成員として知竹や感性を高めて

いく老、要があるでしょう。

国家の立場から、国劣印女策としての学術と科斗斗支術の俣H系を見れぱ、科判支

術政飛はありますが、学術政策はありません。科学技予行のほうが国衆経営にと

つて1志本的な生物的な側面があるからですが、もう・'方の人間的豊かさ、文化

を扣,う学術がバランスを持ちながら発展しないと、経済力や軍亊力はあるもの

の、心の豊かさのない社会になってしまいかねません。またガ峅から之W放され

ない岡家に転じてしまいます。したがって、国知女策として学付ル科学技術の

僕H系を再苔する彪妾があります。

また国知女策としての科・学櫛険こおいては、今後ますますブd見模な計画を重

点的に進めてぃくことになりますが、受け手であるil・正畔士会との関述を耐見し

てぃかなければなりません。近代社会を絲て、今同泡述にグローバノレ化とIT

V
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化が進展したことにより、先に述べたように、社釜深卜11としての知もJW訊こ流

動化しています。しかも科学技術が生物的・物質'1り邦述ノノを"つてきた中で、

科学と社会の関係の検誠は、われわれが遭遇するネ餅町松朋題、しかもその1川題

点が危述にクローズアップされてきた;W越です。

したがって、今回のレクチャーが、皆さんにとって上祀の深題にっいて向分

胸身でぢぇる機会になることを則待しています。もちろんこの11川だけですべ

てを学ぶことは不可能で司、し、実際には1剖題の゛撒こし力豹ι血られないかもし

れませんが、すべての誥義を通じて、また世代を超えて"山なぢ討思で愆兄交換

をする中から、科・学と社会の問題に対して休系的かつ村U原的な取り知.みができ

るような1-1を育てていただけることを願ってやみませノV。

,
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